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【手続補正書】
【提出日】平成20年8月21日(2008.8.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
このＢ－１６多糖類は、アルシーラン〔商品名、ＩＮＣＩｎａｍｅ：Ａｌｃａｌｉｇｅｎ
ｅｓ　Ｐｏｌｙｓａｃｃｈａｒｉｄｅｓ、伯東（株）製〕として市販されている。この培
養産物は少なくとも２種類の多糖類からなっている。式（２）で示される多糖類が、本発
明の多糖類である式（１）の多糖類中に含まれていてもその効果を妨げないため、式（２
）で示される多糖類を除去することなく、Ｂ－１６多糖類を使用することができる。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５３】
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【実施例】
　以下に実施例をあげて、本発明を詳細に説明するが、本発明はこれらに制約されるもの
ではない。
〔Ｂ－１６多糖類〕
Ａ－１：アルカシーラン〔商品名、伯東（株）製、ＩＮＣＩ　ｎａｍｅ：Ａｌｃａｌｉｇ
ｅｎｅｓ　Ｐｏｌｙｓａｃｃｈａｒｉｄｅｓ〕
Ａ－２：特開平５－３０１９０４号公報の方法に従い、アルカリゲネス レータスＢ－１
６株細菌より生産される多糖類から一般式（２）で示される多糖類の除去を行なった高分
子成分の多糖類
〔粉体〕
Ｂ－１：酸化鉄（赤）（葵巳化成（株）製）
Ｂ－２：酸化鉄（黄）（葵巳化成（株）製）
Ｂ－３：酸化鉄（黒）（葵巳化成（株）製）
Ｂ－４：酸化亜鉛（関東化学（株）製）
Ｂ－５：カオリン（関東化学（株）製）
Ｂ－６：タルク（日光ケミカルズ（株）製）
Ｂ－７：二酸化チタン（関東化学（株）製）
Ｂ－８：無水ケイ酸（関東化学（株）製）
Ｂ－９：ナイロンパウダー（東レ（株）製）
Ｂ－１０：赤色２０１号（日光ケミカル（株）製）
Ｂ－１１：赤色２０２号（日光ケミカル（株）製）
Ｂ－１２：赤色２２３号（日光ケミカル（株）製）
Ｂ－１３：パール顔料（日光ケミカル（株）製）
Ｂ－１４：群青（日光ケミカル（株）製）
Ｂ－１５：マイカ（日光ケミカル（株）製）
〔増粘剤〕
Ｃ－１：ポリアクリル酸〔商品名：カーボポール９８０（日光ケミカルズ（株）製）〕
Ｃ－２：キサンタンガム〔商品名：ケルザン－Ｔ（三晶（株）製）〕
Ｃ－３：ケイ酸アルミニウムマグネシウム〔商品名：ビーガムＨＶ（三洋化成工業（株）
製）〕
〔水性化粧料の安定性試験〕
　本発明の多糖類を配合した化粧水、乳液、ファンデーション、おしろい、アイライナー
、ほお紅等の水性化粧料を以下の配合で調製し、水性化粧料の粘度及び吸光度を測定した
。その後、ふた付きの円筒状ガラス容器（高さ１３ｃｍ、内径５ｃｍ）の底より高さ１０
ｃｍになるところまで水性化粧料を入れ、５０℃に３ヶ月間静置した。３ヶ月間静置後、
ガラス容器の底から採取した水性化粧料の吸光度を測定し、粉体の浮上、及び沈降、凝集
の有無を以下のように評価した。
○：吸光度変化率が１０％未満
×：吸光度変化率が１０％以上
ここで、
吸光度変化率（％）＝（Ｄ１―Ｄ２）×１００／Ｄ１
Ｄ１；水性化粧料調製直後の吸光度
Ｄ２；水性化粧料調製３ヶ月後の吸光度
結果を表１に示した。
〔さっぱり感の評価〕
　本発明の多糖類を配合した化粧水、乳液、ファンデーション、おしろい、アイライナー
、ほお紅等の水性化粧料を以下の配合で調製し、１０人の試験者に使用し、「さっぱり感
」の官能試験評価を行なった。
「さっぱり感」の評価基準；
○：１０名中６名以上が、べたつきがなく、さっぱりとした感触があると評価。
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×：１０名中５名以下が、べたつきがなく、さっぱりとした感触があると評価  
結果を表１に示した。
〔化粧水－１の調製〕
（Ｎｏ．）　　　（配合成分）       　　  　    　　（重量％）
　１．エタノール                      　        　１５．００
　２．グリセリン                                　　２．００
　３．１，３－ブチレングリコール                　  ２．００
　４．酸化鉄（Ｂ－１）                              ０．１５
　５．酸化亜鉛（Ｂ－４）                            ０．５０
　６．カオリン（Ｂ－５）                            ２．００
　７．Ｂ－１６多糖類（Ａ－１）                      ０．０５
  ８．カンファー                                    ０．２０
  ９．フェノール                                    ０．０２
１０．パラアミノ安息香酸エステル                    ０．１０
１１．精製水                                           残量
　配合成分Ｎｏ．１～３にＮｏ．４～６を均一に分散し、混合物１とした。また、Ｎｏ．
７～１１を混合溶解し、混合物２とした。混合物２を攪拌下、混合物１を加え、均一にし
、化粧水－１を得た。
〔化粧水－２の調製〕
（Ｎｏ．）　　　（配合成分）       　　  　    　　（重量％）
　１．エタノール                      　        　１４．００
　２．グリセリン                                　　４．００
　３．１，３－ブチレングリコール                　  ２．００
　４．酸化鉄（Ｂ－１）                              ０．１５
　５．酸化亜鉛（Ｂ－４）                            ０．５０
　６．カオリン（Ｂ－５）                            ２．００
　７．Ｂ－１６多糖類（Ａ－２）                      ０．０５
  ８．カンファー                                    ０．１５
  ９．アスコルビン酸リン酸マグネシウム              ３．００
１０．クエン酸                                      １．００
１１．水酸化ナトリウム                                適量
１２．パラアミノ安息香酸エステル                    ０．１０
１３．海洋深層水                                      残量
　配合成分Ｎｏ．１～３にＮｏ．４～６を均一に分散し、混合物３とした。また、Ｎｏ．
７～１３を混合溶解し、混合物４とした。混合物４を攪拌下、混合物３を加え、均一にし
、化粧水－２を得た。
〔化粧水－３の調製〕
　化粧水－１の配合成分のＮｏ．７：Ｂ－１６多糖類（Ａ－１）０．０５％をポリアクリ
ル酸（Ｃ－１）０．０５％に置き換え、それ以外は化粧水－１と同様にして調製し、化粧
水－３を得た。
〔乳液－１の調製〕
（Ｎｏ．）　　　（配合成分）       　　  　    　　（重量％）
　１．ステアリン酸                    　          　２．００
  ２．セチルアルコール                              １．００
  ３．ワセリン                                      ５．００
  ４．ジメチルシロキサン                            ２．００
  ５．流動パラフィン                              １０．００
  ６．グリセリルモノステアレート                    １．００
  ７．ポリオキシエチレン（２５ＥＯ）モノオレート　  １．００
  ８．ポリエチレングリコール１５００                ５．００
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  ９．Ｂ－１６多糖類（Ａ－１）                      ０．１０
１０．二酸化チタン（Ｂ－７）                        ５．００
１１．パラメトキシ桂皮酸オクチル                     ３．００
１２．香料                                             適量
１３．フェノキシエタノール                           ０．１０
１４．精製水                                           残量
  配合成分Ｎｏ．１４にＮｏ．８、９を加えて溶解後、Ｎｏ．１０、１２、１３を加え均
一に分散し、７０℃に保ち混合物５とする。またＮｏ．１～７及び１１を加熱混合し、７
０℃に保ち混合物６とし、小型ホモミキサーで混合物５を撹拌しながら混合物６を加え、
乳化した後、室温まで冷却し、乳液－１を得た。
〔乳液－２の調製〕
（Ｎｏ．）　　　（配合成分）       　　　　  　    　（重量％）
　１．ポリオキシエチレン（１０Ｅ．Ｏ．）ソルビタンモノステアレート
　　　　　　　　　　　　　　　　                     １．００
　２．ポリオキシエチレン（６０Ｅ．Ｏ．）ソルビットテトラオレエート
　　　　　　　　　　　　　　　　                     ０．５０
　３．グリセリルモノステアレート                     １．００
　４．ステアリン酸                                   ０．５０
　５．ベヘニルアルコール                             ０．５０
　６．スクワラン                                     ８．００
　７．パラメトキシケイ皮酸イソプロピル               ０．５０
　８．Ｂ－１６多糖類（Ａ－１）                       ０．１０
  ９．アスコルビン酸リン酸マグネシウム塩             ５．００
１０．クエン酸                                       １．５０
１１．二酸化チタン（Ｂ－７）                         ５．００
１２．パラオキシ安息香酸エステル                     ０．１０
１３．カルボキシビニルポリマー                       ０．１０
１４．水酸化ナトリウム                               ０．０５
１５．エタノール                                     ５．００
１６．精製水                                           残量
　配合成分Ｎｏ．９～１５、及び１６の一部を加熱混合し、７０℃に保ち混合物７とした
。また、配合成分Ｎｏ．１～７を加熱混合し、７０℃に保ち混合物８とし、小型ホモミキ
サーで混合物７を撹拌しながら混合物８を加え、乳化した後、室温まで冷却し、配合成分
Ｎｏ．８：Ｂ－１６多糖類（Ａ－１）水溶液を加え、均一に混合して乳液－２を得た。
〔乳液－３の調製〕
　乳液－１の配合成分のＮｏ．９：Ｂ－１６多糖類（Ａ－１）０．１０％と精製水０．４
０％をベントナイト（Ｃ－３）０．５０％に置き換え、それ以外は乳液－１と同様にして
調製し、乳液－３を得た。
〔ファンデーション－１の調製〕
（Ｎｏ．）　　　（配合成分）       　　　　  　     （重量％）
  １．ラノリン                                     ７．００
  ２．流動パラフィン                               ５．００
  ３．ステアリン酸                                 ２．００
  ４．セタノール                                   １．００
  ５．パラメトキシケイ皮酸－２－エチルヘキシル     ３．００
  ６．４－ｔ－ブチル－４’－メトキシジベンゾイルメタン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １．００
  ７．グリセリン                                　 ５．００
  ８．トリエタノールアミン                      　 １．００
  ９．カルボキシメチルセルロース                 　０．１０
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１０．精製水                                     　  残量
１１．マイカ（Ｂ－１５）                       　１５．００
１２．タルク（Ｂ－６）                           　６．００
１３．酸化鉄（Ｂ－１）                        　 　１．５０
１４．酸化鉄（Ｂ－２）                             ４．２０
１５．酸化鉄（Ｂ－３）                             ０．６０
１６．Ｂ－１６多糖類（Ａ－１）                   　０．０５
１７．ヨクイニン抽出物                           　０．５０
　配合成分Ｎｏ．１～６を混合溶解し、更にＮｏ．１１～１５を加え、均一に混合し、７
０℃に保ち混合物９とした。また、Ｎｏ．７～９及び１０の一部を均一に溶解し、７０℃
に保ち混合物１０とし、混合物９を撹拌しながら混合物１０を加え、均一に乳化し、冷却
後、Ｎｏ．１６：Ｂ－１６多糖類（Ａ－１）水溶液及びＮｏ．１７を添加しファンデーシ
ョン－１を得た。
〔ファンデーション－２の調製〕
（Ｎｏ．）　　　（配合成分）       　　　　  　  　（重量％）
  １．タルク                                     　７．００
  ２．二酸化チタン                               　５．００
  ３．酸化鉄                                  　 　０．５０
  ４．酸化鉄                                     　１．５０
  ５．酸化鉄                                     　０．１０
  ６．ナイロンパウダー                           　２．００
  ７．無水ケイ酸                                 　２．００
  ８．モノステアリン酸ポリオキシエチレンソルビタン ０．８０
 
  ９．プロピレングリコール                       １０．００
１０．１，３－ブチレングリコール                   ５．００
１１．パラオキシ安息香酸プロピル                   ０．１５
１２．ステアリン酸                                 ２．００
１３．液状ラノリン                                 ２．００
１４．流動パラフィン                               ６．００
１５．Ｂ－１６多糖類（Ａ－１）                     ０．０８
１６．香料                                           適量
１７．精製水                                         残量
　配合成分Ｎｏ．８～１４、及び１６、１７の一部を混合溶解し、更にＮｏ．１～７を加
え、均一に混合し、７０℃に保ち混合物１１とした。また、Ｎｏ．１５及び１７の一部を
均一に溶解し、７０℃に保ち混合物１２とし、混合物１２を撹拌しながら混合物１１を加
え、均一に乳化し、ファンデーション－２を得た。
〔ファンデーション－３の調製〕
　ファンデーション－１の配合成分のＮｏ．１６：Ｂ－１６多糖類（Ａ－１）０．１０％
と精製水０．４０％をキサンタンガム（Ｃ－２）０．５０％に置き換え、それ以外はファ
ンデーション－１と同様にして調製し、ファンデーション－３を得た。
〔おしろい－１の調製〕
（Ｎｏ．）　　　（配合成分）       　　　　  　 　　（重量％）
　１．グリセリン                        　        　４．００
  ２．１，３－ブチレングリコール                    ４．００
  ３．酸化鉄（赤）（Ｂ－１）                         ０．５０
  ４．酸化鉄（黄）（Ｂ－２）                         １．４０
  ５．酸化鉄（黒）（Ｂ－３）                         ０．２０
  ６．カオリン（Ｂ－５）                            ５．００
  ７．ニ酸化チタン（Ｂ－７）                        ５．００
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  ８．パラオキシ安息香酸プロピル                    ０．１０
  ９．Ｂ－１６多糖類（Ａ－１）                      ０．０６
１０．精製水                                          残量
　配合成分Ｎｏ．１、２にＮｏ．３～７を均一に分散し、混合物１３とした。また、Ｎｏ
．８～１０を混合溶解し、混合物１４とした。混合物１４を攪拌下、混合物１３を加え、
均一にし、おしろい－１を得た。
〔おしろい－２の調製〕
（Ｎｏ．）　　　（配合成分）       　　　　  　 　　（重量％）
　１．タルク（Ｂ－６）             　         　    ４．００
  ２．カオリン（Ｂ－５）                            ４．００
  ３．二酸化チタン（Ｂ－７）                        ４．００
  ４．酸化鉄（Ｂ－１）                              １．００
  ５．酸化鉄（Ｂ－２）                              ３．００
  ６．酸化鉄（Ｂ－３）                              ０．２０
  ７．ナイロンパウダー（Ｂ－９）                    ２．００
  ８．無水ケイ酸（Ｂ－８）                          １．００
  ９．エタノール                                    ６．００
１０．グリセリン                                    ２．００
１１．ジプロピレングリコール                        ２．００
１２．１，３－ブチレングリコール                    ２．００
１３．Ｂ－１６多糖類（Ａ－１）                      ０．０８
１４．コウジ酸                                      ４．００
１５．フェノキシエタノール                          ０．２０
１６．海洋深層水                                      残量
　配合成分Ｎｏ．９．１０、１１、及び１６の一部にＮｏ．１～８を均一に分散し、混合
物１５とした。また、Ｎｏ．１３～１６を混合溶解し、混合物１６とした。混合物１６を
攪拌下、混合物１５を加え、均一にし、おしろい－２を得た。
〔おしろい－３の調製〕
　乳液－１の配合成分のＮｏ．９：Ｂ－１６多糖類（Ａ－１）０．０６％と精製水０．３
４％をキサンタンガム（Ｃ－２）０．４０％に置き換え、それ以外はおしろい－１と同様
にして調製し、おしろい－３を得た。
〔アイライナー－１の調製〕
（Ｎｏ．）　　　（配合成分）       　　　　  　  　　（重量％）
　１．酸化鉄（黒）（Ｂ－３）             　         　４．００
  ２．二酸化チタン（Ｂ－７）                         ５．００
  ３．パール顔料（Ｂ－１３）                         ０．２０
  ４．エタノール                                     ４．００
  ５．グリセリン                                     ６．００
  ６．Ｂ－１６多糖類（Ａ－１）                       ０．０８
  ７．フェノキシエタノール                           ０．１５
  ８．精製水                                           残量
　配合成分Ｎｏ．１、２、３をＮｏ．４、５に均一に分散し、混合物１７とした。また、
Ｎｏ．６～８を混合溶解し、混合物１８とした。混合物１８を攪拌下、混合物１７を加え
、均一にし、アイライナー－１を得た。
〔アイライナー－２の調製〕
（Ｎｏ．）　　　（配合成分）       　　　　  　 　　（重量％）
　１．群青（Ｂ－１４）                  　        　０．５０
  ２．二酸化チタン（Ｂ－７）                        ５．００
  ３．パール顔料（Ｂ－１３）                        ０．２０
  ４．エタノール                                    ４．００
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  ５．グリセリン                                    ６．００
  ６．Ｂ－１６多糖類（Ａ－１）                      ０．０８
  ７．フェノキシエタノール                          ０．１５
  ８．精製水                                          残量
　配合成分Ｎｏ．１、２、３をＮｏ．４、５に均一に分散し、混合物１９とした。また、
Ｎｏ．６～８を混合溶解し、混合物２０とした。混合物２０を攪拌下、混合物１９を加え
、均一にし、アイライナー－２を得た。
〔アイライナー－３の調製〕
　アイライナー－１の配合成分のＮｏ．６：Ｂ－１６多糖類（Ａ－１）０．０８％を添加
せず、その他はアイライナー－１同様にして調製し、アイライナー－３を得た。
〔ほお紅－１の調製〕
（Ｎｏ．）　　　（配合成分）       　　　　  　 　　（重量％）
　１．カオリン（Ｂ－５）                  　      １０．００
  ２．二酸化チタン（Ｂ－７）                        ２．００
  ３．酸化鉄（赤）（Ｂ－１）                         ０．２０
  ４．赤色２０２号（Ｂ－１１）                      ０．３０
  ５．エタノール                                    ４．００
  ６．グリセリン                                    ４．００
  ７．Ｂ－１６多糖類（Ａ－１）                      ０．１０
  ８．フェノキシエタノール                           ０．１５
  ９．精製水                                           残量
　配合成分Ｎｏ．１～４をＮｏ．５、６、及び９の一部に均一に分散し、混合物２１とし
た。また、Ｎｏ．７～９を混合溶解し、混合物２２とした。混合物２２を攪拌下、混合物
２１を加え、均一にし、ほお紅－１を得た。
〔ほお紅－２の調製〕
（Ｎｏ．）　　　（配合成分）       　　　　  　 　　（重量％）
　１．カオリン（Ｂ－５）                  　       １０．００
  ２．二酸化チタン（Ｂ－７）                         ２．００
  ３．酸化鉄（赤）（Ｂ－１）                          ０．２０
  ４．赤色２０１号（Ｂ－１０）                       ０．３０
  ５．赤色２０２号（Ｂ－１１）                       １．５０
  ６．赤色２２３号（Ｂ－１２）                       ０．０２
  ７．パール顔料（Ｂ－１３）                         ０．０１
  ８．エタノール                                     ４．００
  ９．グリセリン                                     ４．００
１０．Ｂ－１６多糖類（Ａ－１）                       ０．０８
１１．フェノキシエタノール                           ０．１５
１２．精製水                                           残量
　配合成分Ｎｏ．１～７をＮｏ．８、９、及び１２の一部に均一に分散し、混合物２３と
した。また、Ｎｏ．１０～１２を混合溶解し、混合物２４とした。混合物２４を攪拌下、
混合物２３を加え、均一にし、ほお紅－２を得た。
〔ほお紅－３の調製〕
　ほお紅－１の配合成分のＮｏ．７：Ｂ－１６多糖類（Ａ－１）０．１０％をポリアクリ
ル酸（Ｃ－１）０．１０％に置き換え、それ以外はほお紅－１と同様にして調製し、ほお
紅－３を得た。
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